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適 用 範 囲

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

当工場の事業活動における部品調達に始まり製品納入に至る長いサプライ
チェーンの各段階で、様々な影響を環境に与えており、環境負荷やリスクが
当工場の事業活動によって生じていると考えられます。これらの特性や規模を
正しく評価し、その低減に努める事は当工場の社会責務と認識し環境活動を
推進します。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下「目
標」という。）

関連法規の遵守状況に関しては適応される法律の要求に基づく頻度で適宜確認
を行っており、これまでに違反及び行政当局からの指摘はありません。

当工場の事業活動に係る全ての人への教育や意識向上を推進し、継続的活動
として全社EMPを設け、その目標を達成する為に各部署毎に活動内容を策定し
経営トップが結果を逐次検証しながら率先していきます。

例）CO2削減、製品に使用されている環境負荷物質の削減、産業廃棄物削減等

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

◇CO2削減に関して
・待機電力削減
・空気コンプレッサーｰをインバータ仕様に2台更新（第一工場）
・空気コンプレッサーを更新（第三工場）
◇産業廃棄物削減に関して
・不良低減活動

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 評 価 及 び 見 直 し の 内 容

ISO14001の手順に基づき月1回環境管理委員会を開催し、その中で環境マネジ
メントシステムの有効性、取組内容の評価見直しを行います。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

◇CO2削減に関して
・設備待機電力削減実施中
・空気コンプレッサーをインバータ仕様に更新を2台実施済み（第一工場）
・空気コンプレッサーを更新実施済み（第三工場）
◇産業廃棄物削減に関して
・不良低減活動実施中

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

◇当初計画通りに遂行中
・月1回の環境管理委員会でフォローアップ
・CO2に関しては月毎に原単位管理を行いトレンドを把握
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